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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理装置であって、
　前記情報処理装置を制御する制御部を備え、
　前記制御部は、
　電気治療器のユーザの行動の内容を示す行動情報を取得し記憶部に行動した時系列に格
納する格納処理部を備え、前記ユーザの行動は、ユーザ自身の動作またはユーザの当該電
気治療器に対する操作であり、
　前記ユーザの行動がユーザ自身の動作である場合、前記行動情報は、前記ユーザ自身の
動作の種類毎に当該動作を行なった時間の長さを含み、
　前記ユーザの行動がユーザの当該電気治療器に対する操作である場合、前記行動情報は
、当該操作により実施が指定される治療モードの種類毎に当該治療モードが実施された時
間の長さまたは回数を含み、
　記憶部に格納されている行動情報であって、判定時から遡る一定時間における行動情報
について、動作の種類毎の前記時間の長さに基づき、ユーザ自身の動作の傾向に従う動作
の種類を判定し、または、前記治療モードの種類毎の前記時間の長さまたは回数に基づき
、ユーザの当該電気治療器に対する操作の傾向に従う治療モードの種類を判定する傾向判
定部と、
　判定された前記動作の種類または前記治療モードの種類に対応した治療内容を、前記電
気治療器に実施させるための治療プログラムを決定するプログラム決定部と、をさらに備
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える、情報処理装置。
【請求項２】
　前記電気治療器は、
　身体の部位に接触されるように構成される電極部を介して、前記治療プログラムに従い
前記部位に出力される電流を生成する電流生成部を含み、
　前記治療プログラムは、電流波形を規定するパラメータを含む、請求項１に記載の情報
処理装置。
【請求項３】
　電気治療器であって、
　前記電気治療器を制御する制御部を備え、
　前記制御部は、
　行動した時系列に記憶部に格納されているユーザの行動の内容を示す行動情報に基づき
行動の傾向を判定する傾向判定部を含み、
　前記ユーザの行動は、ユーザ自身の動作またはユーザの当該電気治療器に対する操作で
あり、
　前記ユーザの行動がユーザ自身の動作である場合、前記行動情報は、前記ユーザ自身の
動作の種類毎に当該動作を行なった時間の長さを含み、
　前記ユーザの行動がユーザの当該電気治療器に対する操作である場合、前記行動情報は
、当該操作により実施が指定される治療モードの種類毎に当該治療モードが実施された時
間の長さまたは回数を含み、
　前記傾向判定部は、
　前記記憶部に格納されている行動情報であって、判定時から遡る一定時間における行動
情報について、動作の種類毎の前記時間の長さに基づき、ユーザ自身の動作の傾向に従う
動作の種類を判定し、または、前記治療モードの種類毎の前記時間の長さまたは回数に基
づき、ユーザの当該電気治療器に対する操作の傾向に従う治療モードの種類を判定し、
　前記制御部は、
　判定された前記動作の種類または前記治療モードの種類に対応した治療内容を、前記電
気治療器に実施させるための治療プログラムを決定するプログラム決定部、さらに含む、
電気治療器。
【請求項４】
　前記電気治療器は、
　身体の部位に接触されるように構成される電極部を介して、前記治療プログラムに従い
前記部位に出力される電流を生成する電流生成部を含み、
　前記治療プログラムは、電流波形を規定するパラメータを含む、請求項３に記載の電気
治療器。
【請求項５】
　情報処理装置と、
　前記情報処理装置と通信する電気治療器とを備え、
　前記情報処理装置は、
　前記情報処理装置を制御する制御部を含み、
　前記制御部は、
　行動した時系列に記憶部に格納されているユーザの行動の内容を示す行動情報に基づき
行動の傾向を判定する傾向判定部を含み、
　前記ユーザの行動は、ユーザ自身の動作またはユーザの当該電気治療器に対する操作で
あり、
　前記ユーザの行動がユーザ自身の動作である場合、前記行動情報は、前記ユーザ自身の
動作の種類毎に当該動作を行なった時間の長さを含み、
　前記ユーザの行動がユーザの当該電気治療器に対する操作である場合、前記行動情報は
、当該操作により実施が指定される治療モードの種類毎に当該治療モードが実施された時
間の長さまたは回数を含み、
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　前記傾向判定部は、
　前記記憶部に格納されている行動情報であって、判定時から遡る一定時間における行動
情報について、動作の種類毎の前記時間の長さに基づき、ユーザ自身の動作の傾向に従う
動作の種類を判定し、または、前記治療モードの種類毎の前記時間の長さまたは回数に基
づき、ユーザの当該電気治療器に対する操作の傾向に従う治療モードの種類を判定し、
　前記制御部は、
　判定された前記動作の種類または前記治療モードの種類に対応した治療内容を、前記電
気治療器に実施させるための治療プログラムを決定するプログラム決定部と、
　決定された前記治療プログラムの情報を前記電気治療器に送信する送信部と、を備える
、システム。
【請求項６】
　前記電気治療器は、
　身体の部位に接触されるように構成される電極部を介して、前記治療プログラムに従い
前記部位に出力される電流を生成する電流生成部を含み、
　前記治療プログラムは、電流波形を規定するパラメータを含む、請求項５に記載のシス
テム。
【請求項７】
　情報処理方法をコンピュータに実行させるためのプログラムであって、前記情報処理方
法は、
　電気治療器のユーザの行動の内容を示す行動情報を取得し記憶部に行動した時系列に格
納するステップを備え、前記ユーザの行動は、ユーザ自身の動作またはユーザの当該電気
治療器に対する操作であり、
　前記ユーザの行動がユーザ自身の動作である場合、前記行動情報は、前記ユーザ自身の
動作の種類毎に当該動作を行なった時間の長さを含み、
　前記ユーザの行動がユーザの当該電気治療器に対する操作である場合、前記行動情報は
、当該操作により実施が指定される治療モードの種類毎に当該治療モードが実施された時
間の長さまたは回数を含み、
　記憶部に格納されている行動情報であって、判定時から遡る一定時間における行動情報
について、動作の種類毎の前記時間の長さに基づき、ユーザ自身の動作の傾向に従う動作
の種類を判定し、または、前記治療モードの種類毎の前記時間の長さまたは回数に基づき
、ユーザの当該電気治療器に対する操作の傾向に従う治療モードの種類を判定するステッ
プと、
　判定された前記動作の種類または前記治療モードの種類に対応した治療内容を、前記電
気治療器に実施させるための治療プログラムを決定するステップと、をさらに備える、プ
ログラム。
【請求項８】
　前記電気治療器は、
　身体の部位に接触されるように構成される電極部を介して、前記治療プログラムに従い
前記部位に出力される電流を生成する電流生成部を含み、
　前記治療プログラムは、電流波形を規定するパラメータを含む、請求項７に記載のプロ
グラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、情報処理装置、電気治療器、システムおよびプログラムに関し、特に、身体
に対する治療のための情報処理装置、電気治療器、システムおよびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気治療器として、電極パッドを通してユーザの身体部位に対して低周波パルスを出力
することで電気刺激を当該部位に与えるように構成された電気治療器が知られている。例
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えば、特許文献１（特公表２００９-５３９４８９号公報）の身体状態調節システムは、
感知した運動期間、患者の安静または睡眠、低心拍数レベル、および同類のもの等の有効
状態に左右される、プログラムされたスケジュールに従って治療を適用する。
【０００３】
　また、特許文献２（特開２０１１-１１０１１７号公報）の生体刺激装置は、治療プロ
グラム情報（電極ブロックの接続／パラメータ情報）を、「患者ＩＤ」、「医療従事者Ｉ
Ｄ」、「治療履歴情報」などと対応付けて治療に用いる。
【０００４】
　また、特許文献３（特公表２００５-５００１０９号公報）の治療装置は、医師が、振
幅、周波数、波形、治療持続時間等を選択するためのＧＵＩ（グラフィカル・ユーザ・イ
ンタフェース）ウィンドウで所望のパラメータを選択して、治療装置は、各パラメータを
正確に処理するようプログラムされる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特公表２００９-５３９４８９号公報
【特許文献２】特開２０１１-１１０１１７号公報
【特許文献３】特公表２００５-５００１０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　電気治療器のユーザは、確実な治療効果を得るために、自身の身体の動きの傾向（立ち
時間が長い、よく歩くなど）または電気治療器に対するユーザの操作の傾向（よく使う治
療モードなど）に基づいた電気治療を受けたいとの要望を有する。しかし、特許文献１～
３では、電気治療のためのプログラムは患者（またはユーザ）毎に選択可能であるが、ユ
ーザ自身の身体の動きの傾向または電気治療器に対するユーザの操作の傾向に基づく選択
はなされていない。
【０００７】
　本開示は、上記のような実情に鑑みてなされたものであって、ある局面における目的は
、電気治療器のユーザ自身の行動の傾向から実施する治療内容を決定することができる情
報処理装置、電気治療器、システムおよびプログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この開示にかかる情報処理装置は、当該情報処理装置を制御する制御部を備え、制御部
は、電気治療器のユーザの行動の内容を示す行動情報を取得し記憶部に格納する格納処理
部と、記憶部に格納されているユーザの行動の内容を示す行動情報に基づき行動の傾向を
判定する傾向判定部と、行動の傾向に対応した治療内容を、電気治療器に実施させるため
の治療プログラムを決定するプログラム決定部と、を備える。
【０００９】
　好ましくは、電気治療器は、身体の部位に接触されるように構成される電極部を介して
、治療プログラムに従い部位に出力される電流を生成する電流生成部を含み、治療プログ
ラムは、電流波形を規定するパラメータを含む。
【００１０】
　好ましくは、行動は、ユーザの動作を含み、行動情報は、ユーザの動作の種類と、当該
動作を行なった時間または回数とを含む。
【００１１】
　好ましくは、行動は、電気治療器に対するユーザ操作を含み、行動情報は、ユーザ操作
により実施が指定される治療モードの種類と、当該治療モードが指定された時間または回
数とを含む。
【００１２】
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　この開示の他の局面に従う電気治療器は、当該電気治療器を制御する制御部を備え、制
御部は、電気治療器のユーザの行動の傾向を示す情報を取得し、取得した情報が示す傾向
に対応した治療内容を、電気治療器に実施させるための治療プログラムを決定するよう構
成される。
【００１３】
　好ましくは、電気治療器は、身体の部位に接触されるように構成される電極部を介して
、治療プログラムに従い部位に出力される電流を生成する電流生成部を含み、治療プログ
ラムは、電流波形を規定するパラメータを含む。
【００１４】
　この開示のさらに他の局面に従うシステムは、情報処理装置と、情報処理装置と通信す
る電気治療器とを備え、情報処理装置は、情報処理装置を制御する制御部を含み、制御部
は、記憶部に蓄積されているユーザの行動の内容を示す行動情報に基づき行動の傾向を判
定する傾向判定部と、行動の傾向に対応した治療内容を、電気治療器に実施させるための
治療プログラムを決定するプログラム決定部と、決定された治療プログラムの情報を電気
治療器に送信する送信部と、を備える。
【００１５】
　好ましくは、電気治療器は、身体の部位に接触されるように構成される電極部を介して
、治療プログラムに従い部位に出力される電流を生成する電流生成部を含み、治療プログ
ラムは、電流波形を規定するパラメータを含む。
【００１６】
　この開示のさらに他の局面に従うと、情報処理方法をコンピュータに実行させるための
プログラムが提供される。情報処理方法は、電気治療器のユーザの行動の内容を示す行動
情報を取得し記憶部に格納するステップと、記憶部に格納されている行動情報に基づき行
動の傾向を判定するステップと、行動の傾向に対応した治療内容を、電気治療器に実施さ
せるための治療プログラムを決定するステップと、を備える。
【００１７】
　好ましくは、上記の電気治療器は、身体の部位に接触されるように構成される電極部を
介して、治療プログラムに従い部位に出力される電流を生成する電流生成部を含み、治療
プログラムは、電流波形を規定するパラメータを含む。
【発明の効果】
【００１８】
　この開示によれば、電気治療器のユーザ自身の行動の傾向から実施する治療内容を決定
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】実施の形態１に従う情報処理システム１の概略的な構成を示す図である。
【図２】実施の形態１にかかる低周波治療器２０の外観を端末装置１０と関連付けて示す
図である。
【図３】実施の形態１にかかる低周波治療器２０の内部構成を概略的に示す図である。
【図４】実施の形態１にかかるモバイル装置２１の構成図である。
【図５】実施の形態１にかかる端末装置１０の構成図である。
【図６】実施の形態１にかかるサーバ３０の構成図である。
【図７】実施の形態１にかかるサーバ３０の機能構成を示す図である。
【図８】実施の形態１にかかるテーブル３２の内容の一例を示す図である。
【図９】実施の形態１にかかる行動情報格納部３１の内容の一例を示す図である。
【図１０】実施の形態１にかかる処理フローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　実施の形態について、以下、図面を参照しながら説明する。同一の部品および相当部品
には同一の参照番号を付し、重複する説明は繰り返さない場合がある。
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【００２１】
　実施の形態１の用語は以下のように定義され得る。
　「行動の内容」は、ユーザの動作の種類、または電気治療器に対するユーザ操作の種類
を含む。
【００２２】
　「行動情報」は、ユーザの動作の種類と、当該動作を行なった時間または回数とを含む
。または、ユーザ操作の種類と、当該ユーザ操作がなされた時間または回数とを含む。
【００２３】
　「電気治療器」は、身体の部位に装着される電極に電圧を印加することにより、電極を
介して、当該部位に電気的刺激を与える機器であるが、電気治療器の種類は、これに限定
されない。
【００２４】
　「治療プログラム」は、電気治療器に治療内容を実施させるためのプログラムであって
、電気治療器のプロセッサにより実行されるプログラムを含む。
【００２５】
　「治療プログラムのパラメータ」は、治療プログラムにより実施される治療内容を規定
するための値であり、たとえば治療プログラムに引数として渡される変数（その値）を示
す。したがって、パラメータを変更することにより治療プログラムの内容を変更すること
ができる。
【００２６】
　「パラメータの種類」は、電極を介して身体の部位に流れる電流の波形を規定する波形
パラメータ、電圧パラメータ、および時間パラメータを含む。波形パラメータは、電流波
形の振幅，パルス幅，周期およびデューティ比などのパラメータを含む。電圧パラメータ
は、電極に印加する電圧値を含む。時間パラメータは、治療時間（電極を介して電流を部
位に流す時間など）を含む。なお、パラメータの種類は、これらに限定されない。
【００２７】
　[実施の形態１]
　＜システム構成＞
　図１は、実施の形態１に従う情報処理システム１の概略的な構成を示す図である。
【００２８】
　図１を参照して、情報処理システム１は、被測定者（ユーザともいう）が使用する端末
装置１０、「電気治療器」の一例である低周波治療器２０、腕時計タイプのモバイル装置
２１、サーバ３０およびネットワーク４１，４３を含む。モバイル装置２１は、被測定者
の生体情報（例えば、血圧、歩数、活動量など）を測定する機能を備える。
【００２９】
　端末装置１０は、「情報処理装置」の一例である。端末装置１０は、たとえば、タッチ
パネルを備えるスマートフォンである。なお、端末装置１０は、折り畳み式携帯電話、タ
ブレット端末装置、ＰＣ（personal　computer）、ＰＤＡ（Personal　Data　Assistant
）などのような他のタイプの端末装置であってもよい。
【００３０】
　ネットワーク４１は、端末装置１０と、サーバ３０とを互いに接続するために、インタ
ーネット、移動体端末通信網などの各種ネットワークを含む。ネットワーク４３は、端末
装置１０と低周波治療器２０，モバイル装置２１とを接続するために、近距離無線通信方
式を採用しており、典型的には、ＢＬＥ（Bluetooth（登録商標）　low　energy）が採用
される。ただし、ネットワーク４３は、これに限られず、有線通信方式を採用してもよい
し、無線ＬＡＮ（local　area　network）などのその他の無線通信方式を採用してもよい
。
【００３１】
　サーバ３０は記憶部に、ユーザの行動情報を蓄積して格納するための行動情報格納部３
１と、治療プログラムのパラメータが登録されたテーブル３２とを備える。
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【００３２】
　＜低周波治療器２０の構成＞
　図２は、実施の形態１にかかる低周波治療器２０の外観を端末装置１０と関連付けて示
す図である。図２を参照して、低周波治療器２０は、パッド２、ホルダ３、および本体部
４を備える。低周波治療器２０は、いわゆるコードレスタイプであり、端末装置１０から
受信する制御情報に従い制御される。
【００３３】
　（パッド２）
　パッド２は、身体の部位に接触されるように構成される「電極部」の一実施例である。
パッド２はシート状の形状を有し、使用者の身体の部位、より特定的には治療すべき部位
などに接触するように取り付けられる。パッド２の外表面のうち、身体に対向する表面（
下面）には、導電層２ａが設けられる。パッド２は、導電性のゲルなどを使用してユーザ
の皮膚上に貼り付けられ、導電層２ａを通してユーザに治療プログラムに応じた周波数の
パルス電流が供給される。
【００３４】
　パッド２は、取付部（図示せず）および治療部２Ｙを有する。取付部は、ホルダ３によ
って保持される。取付部には、ホルダ３が位置決めされて配置される。治療部２Ｙは、取
付部の左右両外側に設けられ、治療部２Ｙの身体に対向する表面には導電層２ａが露出し
ている。導電層２ａは、本体部４に対向する表面にも露出しており、この露出部分が電極
を構成する。
【００３５】
　（本体部４）
　図２に示すように、本体部４は、略直方体の形状を有するケース４ａを外装体として含
んでいる。ケース４ａとホルダ３との間には、係合部５が形成されており、本体部４（ケ
ース４ａ）は、係合部５により、ホルダ３に着脱可能に取り付けられる。本体部４には、
低周波治療器２０を制御するためにユーザが操作するスイッチ４８Ｓが設けられる。また
、本体部４は、低周波治療器２０の動作状態などの情報を出力するための表示部（図示せ
ず）を備える。
【００３６】
　本体部４は、ホルダ３に取り付けられた状態で、パッド２の導電層２ａに低周波パルス
電流を供給する。具体的には、本体部４は、基板および当該基板の上に実装された電気回
路などを内蔵する。
【００３７】
　＜低周波治療器２０の回路構成＞
　図３は、実施の形態１にかかる低周波治療器２０の内部構成を概略的に示す図である。
図３を参照して、低周波治療器２０は、主たる構成要素として、操作部２０１、表示部２
０２、ＣＰＵ（Central Processing Unit）を含む制御部２０３、ＰＷＭ（Pulse　Width
　Modulation）回路２０９を有した電流生成部２０４、記憶部２０６、通信部２０７およ
びＬＥＤ（Light　Emitting　Diode)部２０８を備える。図示されないが、低周波治療器
２０は、各構成要素に電力を供給する電源部を備える。電源部としては、例えば、アルカ
リ乾電池が用いられる。電源部は、電池電圧を安定化して各構成要素に供給する駆動電圧
を生成する。
【００３８】
　制御部２０３は、典型的には、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）またはＭＰＵ（M
icro-Processing　Unit）を含む。制御部２０３は、記憶部２０６に記憶されたプログラ
ムを読み出して実行することで、低周波治療器２０の各部の動作を制御する制御部として
機能する。
【００３９】
　記憶部２０６は、ＲＡＭ（Random　Access　Memory）、ＲＯＭ（Read-Only　Memory）
、フラッシュメモリなどによって実現される。記憶部２０６は、制御部２０３により実行
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されるプログラム（治療プログラムを含む）、または制御部２０３により用いられるデー
タなどを記憶する。
【００４０】
　操作部２０１は、低周波治療器２０に対するユーザの操作入力を受け付けるために、例
えばスイッチ４８Ｓおよび各種スイッチを含む。ユーザが操作部２０１を操作すると、制
御部２０３は、操作内容を受け付けて、受付けた操作内容に従い各部を制御する。
【００４１】
　通信部２０７は、端末装置１０と通信するための回路を有する。通信部２０７は、端末
装置１０から制御情報を受信し、制御部２０３に出力する。制御情報は、上述のパラメー
タと、当該パラメータを治療プログラムに設定することを指令するコマンドとを含む。
【００４２】
　制御部２０３は、制御情報のコマンドに従い、治療プログラムに制御情報のパラメータ
を設定する。これにより、治療プログラムの元のパラメータは変更されて、当該治療プロ
グラムにより実施される治療内容が変更され得る。制御部２０３は治療プログラムを実行
することにより、変更後のパラメータに従うＰＷＭ制御信号（電圧信号など）を生成して
、ＰＷＭ回路２０９に出力する。
【００４３】
　電流生成部２０４は、パッド２からユーザの身体の部位（より特定的には治療すべき部
位）に流れる電流（以下、「治療電流」ともいう。）を生成する回路である。電流生成部
２０４のＰＷＭ回路２０９は、制御部２０３からのＰＷＭ制御信号に従い、パルス電流を
一定に保つとともに出力電流量を調節しながら、ＰＷＭ制御信号により指示された（すな
わち、パラメータにより示された）振幅、デューティ比（周期）等を有したパルス電流を
出力する。このように、電流生成部２０４から出力される治療電流の波形（以下、「治療
波形」ともいう）は、制御部２０３からのパラメータに従うＰＷＭ制御信号によって決定
される。なお、治療電流は、パルス電流に限定されず、交流を用いてもよいし、両種類の
電流を選択的に用いてもよい。
【００４４】
　電流生成部２０４が出力する治療電流は、例えば低周波のパルス電流を含む。低周波の
パルス電流を用いた治療波形のパルス幅は例えば約１００μｓｅｃの短いものを含む。ま
た、パルス振幅の最大値は例えば約１００Ｖである。電流生成部２０４が、治療プログラ
ムに従い、パルス波形（振幅、パルス幅、周期など）を変えることで、「もみ」、「たた
き」、「押し」、「さすり」といった様々な種類の刺激を部位に与えることができる。
【００４５】
　また、治療プログラムのパラメータを変更することで、部位に対する治療内容を変更（
調整）することができる。具体的には、パルスの振幅またはパルス幅を変えることで、「
もみ」、「たたき」、「押し」、「さすり」などの刺激の「強さ」（電気刺激強度）の調
整が、またパルス群の出現サイクルを変えることで「もみ」、「たたき」、「押し」、「
さすり」などの刺激の「速さ」の調整がそれぞれ可能である。
【００４６】
　なお、実施の形態１では、身体の状態または電極が接触される部位の状態（乾燥してい
る、または湿っているなど）にかかわらず略一定の電気刺激強度を感覚させるようにして
いる。そのために、低周波治療器２０は、生体インピーダンスを測定し、測定された生体
インピーダンスから、上記に述べたパラメータの値の調整を行ってもよい。なお、生体イ
ンピーダンスの測定方法は周知の方法を用いることができるので、ここでは説明を繰返さ
ない。
【００４７】
　＜モバイル装置２１の構成＞
　図４は、実施の形態１にかかるモバイル装置２１の構成図である。図４を参照して、モ
バイル装置２１は、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）を含む制御部１０１、液晶な
どのディスプレイを含む表示部１０２、モバイル装置２１に対するユーザの操作を受付け
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るためのキー・ボタンを含む操作部１０３、メモリ部１０４、タイマ１０５、メモリカー
ドなど各種の記録媒体に対して情報の読書きを行なうカードＲ／Ｗ（Read/Write）部１０
６、端末装置１０を含む外部の情報処理装置と通信するための通信部１０７、電源部１０
８、ＧＰＳ（Global　Positioning　System）部１０９、加速度センサ１１０、血圧測定
部１１１、マイク１１２およびスピーカ１１３を含む。
【００４８】
　メモリ部１０４は、ＲＡＭ（Random　Access　Memory）、ＲＯＭ（Read-Only　Memory
）、フラッシュメモリなどによって実現される。メモリ部１０４の記憶領域には、制御部
１０１によって実行されるプログラム、または制御部１０１によって用いられるデータな
どが格納される。
【００４９】
　加速度センサ１１０は、モバイル装置２１にかかる加速度を測定し、測定された加速度
成分を制御部１０１に出力する。加速度成分は、例えばＸ軸、Ｙ軸およびＺ軸の各方向に
かかる加速度に比例した電圧出力を含む。
【００５０】
　血圧測定部１１１は、圧力センサ１１１Ａ、弁１１１Ｂ、ポンプ１１１Ｃおよび測定部
位（腕）に装着されるカフ１１１Ｄを含む。血圧測定時には、制御部１０１は、血圧測定
部１１１を制御し、血圧測定部１１１から出力されるカフ圧に基づき血圧値（たとえば、
収縮期血圧ＳＹＳおよび拡張期血圧ＤＩＡなどの指標）を算出する。なお、血圧値ととも
に脈拍数が算出されてもよい。
【００５１】
　＜端末装置１０の構成＞
　図５は、実施の形態１にかかる端末装置１０の構成図である。図５を参照して、端末装
置１０は、主たる構成要素として、ＣＰＵ１５２、タイマ１５３、メモリ１５４、端末装
置１０に対するユーザの操作を受付ける操作部１５６、ディスプレイ１５８、アンテナ１
６２を介した無線のための通信部１６０、メモリインターフェイス（Ｉ／Ｆ）１６４、通
信インターフェイス（Ｉ／Ｆ）１６６、音声出力のためのスピーカ１６８および音声入力
のためのマイク１７０とを含む。
【００５２】
　ＣＰＵ１５２は、メモリ１５４に記憶されたプログラムを実行することにより、各部を
制御する。
【００５３】
　メモリ１５４の記憶領域は、ＲＡＭ（Random　Access　Memory）、ＲＯＭ（Read-Only
　Memory）、フラッシュメモリ、ハードディスク装置などにより構成される。メモリ１５
４には、ＣＰＵ１５２によって実行されるプログラム、またはＣＰＵ１５２によって用い
られるデータなどが格納される。
【００５４】
　操作部１５６は、端末装置１０に対する操作入力を受付ける。典型的には、操作部１５
６は、タッチパネルを含んで実現される。タッチパネルは、ディスプレイ１５８上に設け
られる。また、操作部１５６は、スイッチ・ボタンなどを含んでもよい。
【００５５】
　また、操作部１５６は、低周波治療器２０の治療プログラムの更新（変更）を指示する
ためにユーザが操作するボタン１５７を備える。ボタン１５７は、ハードウェアのボタン
、またはタッチパネルに表示されるソフトウェアボタンを含む。ボタン１５７が操作され
たとき、ＣＰＵ１５２は、ダウンロード要求をサーバ３０に送信する。ダウンロード要求
は、サーバ３０に、後述する推奨される治療波形のパラメータを要求するコマンドを含む
。なお、推奨治療波形のパラメータの詳細については後述する。
【００５６】
　通信部１６０は、アンテナ１６２を介して移動体通信網に接続し無線通信のための信号
を送受信する。これにより、端末装置１０は、たとえば、ＬＴＥ（Long　Term　Evolutio
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n）などの移動体通信網を介して他の通信装置（たとえば、サーバ３０、他の端末装置１
０）との通信が可能となる。
【００５７】
　メモリインターフェイス１６４は、外部の記憶媒体１６５からデータを読出す。ＣＰＵ
１５２は、メモリインターフェイス１６４を介して記憶媒体１６５に格納されているデー
タを読出して、当該データをメモリ１５４に格納する。ＣＰＵ１５２は、メモリ１５４か
らデータを読出して、メモリインターフェイス１６４を介して当該データを外部の記憶媒
体１６５に格納する。
【００５８】
　記憶媒体１６５は、ＣＤ（Compact　Disc）、ＤＶＤ（Digital　Versatile　Disk）、
ＢＤ（Blu-ray（登録商標）　Disc）、ＵＳＢ（Universal　Serial　Bus）メモリ、ＳＤ
（Secure　Digital）メモリカードなどの不揮発的にプログラムまたはデータを格納する
媒体を含む。
【００５９】
　通信Ｉ／Ｆ（Interface）１６６は、端末装置１０とモバイル装置２１または低周波治
療器２０との間で通信を制御するために、アダプタやコネクタなどによって実現される。
本実施の形態では、通信方式として、ＢＬＥ（Bluetooth（登録商標） low energy）が採
用される。ただし、通信方式は、無線ＬＡＮなどによる無線通信方式であってもよいし、
ＵＳＢ（Universal　Serial　Bus）などを利用した有線通信方式であってもよい。
【００６０】
　＜サーバ３０の構成＞
　図６は、実施の形態１にかかるサーバ３０の構成図である。図６を参照して、サーバ３
０は、ＣＰＵを含む制御部５０１、情報を出力するための出力部５０３、およびサーバ３
０に対するユーザ操作を受付けるためのボタン・スイッチなどを含む操作部５０４を備え
る。サーバ３０は、さらに、ネットワーク４１を介して端末装置１０などと通信するため
の通信部５０６、プログラムおよびデータを格納するＲＯＭ、ＲＡＭなどを含むメモリ部
５０５、およびＨＤＤ（Hard　Disc　Drive）５０７を備える。
【００６１】
　ＨＤＤ５０７は、行動情報格納部３１およびテーブル３２を有する。行動情報格納部３
１は、端末装置１０から受信する行動情報を蓄積しながら格納するための領域である。行
動情報は、後述するようにユーザの日常の動作に基づく行動情報（以下、動作-行動情報
という）６０と、ユーザの低周波治療器２０に対する操作に基づく行動情報（以下、操作
-行動情報という）６１を含む。テーブル３２は、治療波形の情報（より特定的には、上
記に述べたパラメータ）が登録されている。行動情報格納部３１とテーブル３２の詳細は
後述する。
【００６２】
　＜ユーザの行動情報（動作）の検出＞
　操作－行動情報６１を取得するために、モバイル装置２１の制御部１０１は、当該モバ
イル装置２１を装着するユーザの動作を判定する。
【００６３】
　具体的には、実施の形態１では、モバイル装置２１は、腕時計タイプであることから、
制御部１０１は、加速度センサ１１０からの加速度成分に基づき、腕の振りを伴う歩行を
検出する。なお、加速度成分から検出される動作の種類は、歩行に限定されず、例えばラ
ンニング、腕をまわす動作、肩を回す動作であってもよい。
【００６４】
　また、制御部１０１は、加速度センサ１１０からの加速度成分と、マイク１１２により
集音された周囲の音声とを組合わせることにより、ユーザが電車で立ち姿勢のまま移動し
ていることを検出する。
【００６５】
　また、制御部１０１は、加速度センサ１１０からの加速度成分と、ＧＰＳ部１０９によ
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り検出される高度とを組合わせることにより、ユーザは登山していることを検出する。
【００６６】
　制御部１０１は、判定された種類の動作（歩行、電車立ち移動、登山など）がなされた
時間を測定する。制御部１０１は、動作の種類と測定時間とを含む動作－行動情報６０を
生成し、端末装置１０を経由して、サーバ３０に送信する。
【００６７】
　なお、ユーザが端末装置１０を携帯する場合には、端末装置１０が、上記の動作の種類
と時間とを検出し、検出された動作の種類と測定時間を含む動作－行動情報６０を、サー
バ３０に送信するとしてもよい。
【００６８】
　＜ユーザの行動情報（操作）の検出＞
　実施の形態１では、ユーザは、低周波治療器２０に対する操作を、端末装置１０の操作
部１５６を介して行う。端末装置１０は、操作部１５６を介して受付けたユーザの操作内
容に基づき、例えば指定された治療モード（治療内容）を実施させるための制御情報を、
低周波治療器２０に送信する。治療モードは、例えば治療部位と電気的刺激強度と治療時
間との組合せにより規定される。
【００６９】
　低周波治療器２０は、端末装置１０からの制御情報に含まれる治療モードの種類に基づ
き、当該種類に対応した治療モードプログラムを記憶部から読出し、実行する。これによ
り、低周波治療器２０の各部が制御されて、ユーザ操作により指定された治療モードに従
う治療内容が実施される。
【００７０】
　端末装置１０は、ユーザ操作内容が示す治療モードが実施されるとき、操作－行動情報
６１を生成して、サーバ３０に送信する。この操作－行動情報６１は、ユーザ操作により
実施が指定される治療モードの種類と、当該治療モードが実施された回数（または当該治
療モードが実施された時間）とを含む。
【００７１】
　（サーバ３０の機能構成）
　図７は、実施の形態１にかかるサーバ３０の機能構成を示す図である。図７の構成は、
主に、行動情報（動作－行動情報６０または操作－行動情報６１）からユーザの行動の傾
向を判定し、判定された行動傾向に対応した治療内容を低周波治療器に実施させるための
治療プログラム（より特定的には、上記に述べたパラメータ）を決定するための機能を示
す。各部の機能は、主に、制御部５０１がコンピュータプログラムを実行することにより
実現される。なお、各部は、コンピュータプログラムで実現されるものに限定されず、コ
ンピュータプログラムと回路の組合せにより実現されてもよい。
【００７２】
　図７を参照して、制御部５０１は、通信部５０６を制御するための通信制御部５１６、
通信制御部５１６を介し受信する行動情報を、受信した順番に従い格納処理部５１１に出
力する行動取得部５１０、行動取得部５１０から出力される行動情報を受信した順に従い
行動情報格納部３１に格納する格納処理部５１１、傾向判定部５２０、およびプログラム
決定部５３０を備える。
【００７３】
　傾向判定部５２０は、操作履歴分析部５１２と動作履歴分析部５１３とを含む。操作履
歴分析部５１２は、行動情報格納部３１の操作－行動情報６１を分析し、分析の結果に基
づきユーザの低周波治療器２０に対する操作の傾向を判定する。操作の傾向は、より特定
的には、上記に述べた治療モードの選択の傾向を示す。
【００７４】
　動作履歴分析部５１３は、行動情報格納部３１の動作－行動情報６０を分析し、分析の
結果に基づきユーザの日常の動作の傾向を判定する。
【００７５】
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　プログラム決定部５３０は、傾向判定部５２０により判定された行動の傾向に対応した
推奨する治療プログラムを決定する。具体的には、プログラム決定部５３０は、判定され
た行動の傾向に基づき、テーブル３２を検索し、検索の結果に基づき、推奨される治療波
形のパラメータを選択する選択部５１４と、波形データ生成部５１５を備える。波形デー
タ生成部５１５は、選択された推奨波形のパラメータを含む推奨波形データを生成し、通
信制御部５１６に出力する。通信制御部５１６は、推奨波形データを端末装置１０に送信
するよう、通信部５０６を制御する。
【００７６】
　（行動情報格納部３１の説明）
　図９は、実施の形態１にかかる行動情報格納部３１の内容の一例を示す図である。図９
を参照して、行動情報格納部３１は、複数の行動の種類と、各行動の種類に関連づけて当
該行動がなされた時間または回数とを有する。行動の種類が、ユーザの動作（例えば、歩
行、立ったままの電車移動など）である場合には、当該動作がなされた時間が関連付けら
れる。また、行動の種類が、低周波治療器２０に対するユーザ操作（肩モードの指定、刺
激強度が５以上の指定、腰モードの指定など）である場合には、当該操作がなされた回数
（または時間）が関連付けられる。
【００７７】
　格納処理部５１１は、行動取得部５１０から行動情報を受付ける毎に、受付けた行動情
報の行動の種類と、時間または回数とを関連付けて行動情報格納部３１に格納する。格納
処理部５１１は、行動情報を受信した順に従い、すなわちユーザが動作または操作を実施
した時系列に従って格納する。これにより、行動情報格納部３１の行動情報は、ユーザの
行動の履歴を表すことが可能になる。
【００７８】
　（テーブル３２の説明）
　図８は、実施の形態１にかかるテーブル３２の内容の一例を示す図である。図８を参照
して、テーブル３２は、複数種類の行動の内容を示す行動内容３２１と、各行動内容３２
１に関連づけて推奨する治療波形のパラメータ３２２を含む。テーブル３２の情報は、実
験などにより取得される。なお、パラメータ３２２は、上記に述べた波形パラメータ、電
圧パラメータ、および時間パラメータを含み得る。
【００７９】
　（処理フローチャート）
　図１０は、実施の形態１にかかる処理フローチャートである。このフローチャートに従
うプログラムは、サーバ３０の記憶部に格納される。制御部５０１は、記憶部からプログ
ラムを読出し、読出されたプログラムを実行する。
【００８０】
　なお、行動情報格納部３１には、端末装置１０から受信した動作－行動情報６０または
操作－行動情報６１が、格納処理部５１１により格納されている。また、図１０の処理フ
ローチャートでは、推奨する治療波形のパラメータが決定されたことを示すためのフラグ
が用いられる。
【００８１】
　図１０を参照して、制御部５０１は、行動情報格納部３１の行動情報を集計し、分析す
る時期であるかを判定する（ステップＳ３）。実施の形態１では、例えば、毎日の時刻０
０：００が集計および分析する時期と設定されている。
【００８２】
　制御部５０１は、毎日、時刻００：００になっていないときは（ステップＳ３でＮＯ）
、ステップＳ３を繰返すが、時刻００：００になったときは（ステップＳ３でＹＥＳ）、
フラグに‘ＯＦＦ’をセットする（ステップＳ５）。
【００８３】
　制御部５０１は、操作履歴分析部５１２を起動する（ステップＳ７）。操作履歴分析部
５１２は、行動情報格納部３１の情報を分析し、分析の結果に基づき、行動３２１の治療
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モードのうち、現時点から遡る一定時間において、予め定められた回数以上の操作（また
は実施）がなされた治療モードが有るか否かを判定する（ステップＳ９）。操作履歴分析
部５１２は、予め定められた回数以上の操作がなされた治療モードはないと判定すると（
ステップＳ９でＮＯ）、ステップＳ１７に移行する。
【００８４】
　一方、操作履歴分析部５１２は、予め定められた回数以上の操作がなされた治療モード
があると判定すると（ステップＳ９でＹＥＳ）、操作履歴分析部５１２は、ステップＳ９
において判定された各治療モードについて、操作回数または時間の抽出処理を行い、抽出
処理の結果に基づき１つの治療モードを決定する（ステップＳ１１）。
【００８５】
　例えば、ステップＳ９において２つ以上の治療モードが判定された場合に、ステップＳ
１１では、操作履歴分析部５１２は、判定された各治療モードについて、当該治療モード
が実施された時間を抽出し、抽出された時間に基づき、２つ以上の治療モードのうちから
１つを決定する。例えば、治療モードが実施された時間の長さの合計値がより大きい方の
治療モードを決定する。これにより、遡る一定時間においてユーザの治療モードの指定操
作の傾向が判定される。
【００８６】
　操作履歴分析部５１２は、傾向に従う治療モードが決定されると、フラグを‘ＯＮ’に
設定する（ステップＳ１３）。選択部５１４は、ステップＳ１１で決定された治療モード
に基づきテーブル３２を検索し、検索の結果に基づき、当該治療モードに一致する行動３
２１に関連付けられた推奨治療波形のパラメータ３２２を選択する（ステップＳ１５）。
選択された推奨治療波形のパラメータ３２２は、波形データ生成部５１５に出力される。
その後、ステップＳ１７に移行する。
【００８７】
　ステップＳ１７では、制御部５０１は、動作履歴分析部５１３を起動する（ステップＳ
１７）。動作履歴分析部５１３は、行動情報格納部３１の情報を分析し、分析の結果に基
づき、行動３２１の各種類の動作に、現時点から遡る一定時間において、予め定められた
時間以上なされた動作が有るか否かを判定する（ステップＳ１９）。動作履歴分析部５１
３は、予め定められた時間以上なされた動作は無いと判定すると（ステップＳ１９でＮＯ
）、ステップＳ２７に移行する。
【００８８】
　一方、動作履歴分析部５１３は、予め定められた時間以上なされた動作が有ると判定す
ると（ステップＳ１９でＹＥＳ）、動作履歴分析部５１３は、ステップＳ１９において判
定された各動作について、行動情報格納部３１から当該動作がなされた時間の抽出処理を
行い、抽出処理の結果に基づき１種類の動作を決定する（ステップＳ２１）。
【００８９】
　例えば、ステップＳ１９において２種類以上の動作が判定された場合に、ステップＳ２
１では、動作履歴分析部５１３は、判定された各種の動作について、当該動作が実施され
た時間を行動情報格納部３１から抽出し、抽出された時間に基づき、２種類以上の動作の
うちから１つを決定する。例えば、動作がなされた時間の長さの合計値がより大きい方の
動作を決定する。これにより、遡る一定時間において実施されたユーザの動作の傾向が判
定される。
【００９０】
　動作履歴分析部５１３は、傾向に従う動作の種類が決定されると、フラグを‘ＯＮ’に
設定する（ステップＳ２３）。選択部５１４は、ステップＳ２１で決定された動作の種類
に基づきテーブル３２を検索し、検索の結果に基づき、当該動作の種類に一致する行動３
２１に関連付けられた推奨治療波形のパラメータ３２２を選択する（ステップＳ２５）。
選択された推奨治療波形のパラメータ３２２は、波形データ生成部５１５に出力される。
その後、ステップＳ２７に移行する。
【００９１】
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　ステップＳ２７において、制御部５０１は、フラグは‘ＯＮ’であるか否かを判定する
（ステップＳ２７）。フラグが‘ＯＮ’であるか否かを判定することにより、ステップＳ
１５またはステップＳ２５において、推奨される治療波形のパラメータ３２２が選択され
たか否かが判定される。
【００９２】
　制御部５０１は、フラグは‘ＯＮ’ではないと判定すると（ステップＳ２７でＮＯ）、
ステップＳ３に戻り、以降の処理を同様に実施する。一方、フラグは‘ＯＦＦ’であると
判定すると（ステップＳ２７でＹＥＳ）、制御部５０１は、推奨治療波形のパラメータ３
２２のダウンロード要求を、端末装置１０から受信しているか否かを判断する（ステップ
Ｓ２９）。
【００９３】
　制御部５０１は、ダウンロード要求を受信していないと判定すると（ステップＳ２９で
ＮＯ）、ステップＳ３に戻り、以降の処理を実施する。一方、制御部５０１は、ダウンロ
ード要求を受信していると判定すると（ステップＳ２９でＹＥＳ）、波形データ生成部５
１５は、推奨治療波形のパラメータ３２２を含む推奨波形データを生成し（ステップＳ３
１）、通信制御部５１６に出力する。
【００９４】
　通信制御部５１６は、波形データ生成部５１５からの推奨波形データを端末装置１０宛
に送信する（ステップＳ３３）。
【００９５】
　端末装置１０は、サーバ３０からの推奨波形データに基づき、推奨治療波形のパラメー
タ３２２と、これを治療プログラムに設定するためのコマンドとを含む制御情報を生成し
、低周波治療器２０に送信する。低周波治療器２０では、端末装置１０からの制御情報に
従う治療プログラムが実行されて、ユーザの行動の傾向に従う治療内容が実施される。
【００９６】
　（変形例１）
　上記の実施の形態１の変形例を示す。実施の形態１ではサーバ３０が行動情報格納部３
１の行動情報に基づき、行動の傾向を判定し、判定した傾向に基づき推奨治療波形のパラ
メータ３２２を決定したが、変形例１では、こられの処理は、端末装置１０または低周波
治療器２０で実施されるとしてもよい。
【００９７】
　例えば、サーバ３０が行動の傾向を判定し、端末装置１０または低周波治療器２０がサ
ーバ３０から受信した行動傾向に基づき推奨治療波形のパラメータ３２２を決定するとし
てもよい。
【００９８】
　また、例えば、端末装置１０がユーザの行動情報から行動の傾向を判定し、低周波治療
器２０が端末装置１０から受信した行動傾向に基づき推奨治療波形のパラメータ３２２を
決定するとしてもよい。
【００９９】
　また、例えば、端末装置１０が行動情報に基づき行動の傾向を判定し、判定した傾向に
基づき推奨治療波形のパラメータ３２２を決定し、決定したパラメータ３２２を含む推奨
波形データを低周波治療器２０に送信するとしてもよい。
【０１００】
　また、例えば、低周波治療器２０が、ユーザの行動情報を収集し記憶部２０６に格納す
る。制御部２０３は、記憶部２０６の行動情報に基づき行動の傾向を判定し、判定された
傾向に基づき記憶部２０６のテーブルから推奨治療波形のパラメータ３２２を決定すると
してもよい。この場合は、端末装置１０およびサーバ３０によらず低周波治療器２０をス
タンドアローンとして動作させて、低周波治療器２０に、ユーザの行動の傾向に従う治療
プログラムを実施させことができる。
【０１０１】
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　（変形例２）
　上記の実施の形態１の変形例を示す。変形例２では、サーバ３０は、ユーザの行動の傾
向を判定した場合に、低周波治療器２０に対して、判定された行動傾向に対応した推奨治
療波形のパラメータ３２２を有しているか否かの問合わせを実施する。サーバ３０は、こ
の問合わせを、例えば端末装置１０を介して、低周波治療器２０に送信する。
【０１０２】
　サーバ３０は、低周波治療器２０から、‘対応のパラメータ３２２を有していない’と
の応答を受信したときは、端末装置１０に対して、同様の問合わせを実施する。サーバ３
０は、端末装置１０から、‘対応のパラメータ３２２を有している’との応答を受信した
とき、対応のパラメータ３２２を含む推奨波形データを低周波治療器２０に送信するよう
、端末装置１０を制御する。
【０１０３】
　なお、低周波治療器２０が、サーバ３０から問合せのあったユーザの行動傾向に対応し
パラメータ３２２を有している場合には、低周波治療器２０は、内部に有する当該パラメ
ータ３２２が設定された治療プログラムを実行して、ユーザの行動の傾向に従う治療内容
を実施する。
【０１０４】
　（変形例３）
　実施の形態１では、推奨治療波形のパラメータ３２２を治療プログラムに設定（元のパ
ラメータを変更）することにより、治療プログラムを決定（変更）したが、治療プログラ
ムの決定（変更）の方法は、パラメータを変更する方法に限定されず、たとえば治療プロ
グラムを選択的に変更するとしてもよい。
【０１０５】
　治療プログラムを選択的に変更する場合を説明する。低周波治療器２０の記憶部２０６
に、推奨波形のパラメータの複数の組のそれぞれに対応して治療プログラムが記憶される
。低周波治療器２０は、端末装置１０から受信する制御情報（パラメータを含む）を受信
したとき、制御情報のパラメータに基づき、記憶部２０６を検索する。検索の結果に基づ
き、当該パラメータに対応する治療プログラムを記憶部から読出し、読出された治療プロ
グラムを実行し、ＰＷＭ制御信号を出力する。
【０１０６】
　[実施の形態２]
　上述した図１０のフローチャートを用いて説明した推奨治療波形のパラメータの決定方
法は、コンピュータ（ＣＰＵ）が実行するプログラムとして提供することができる。この
方法を実現するためプログラムは、サーバ３０または端末装置１０または低周波治療器２
０の記憶部に格納される。このプログラムは、通信回線を経由し、サーバ３０または端末
装置１０または低周波治療器２０の記憶部にダウンロードされてもよい。
【０１０７】
　または、例えば、端末装置１０においては、メモリＩ／Ｆ１６４を介して、外部の記憶
媒体１６５から読出されたプログラムがメモリ１５４にロード（格納）されるとしてもよ
い。また、サーバ３０または低周波治療器２０においても、このような外部の記憶媒体を
利用したプログラムのダウンロードがなされてもよい。
【０１０８】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は、上記した説明ではなく、特許請求の範囲によって示さ
れ、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図さ
れる。
【符号の説明】
【０１０９】
　１　情報処理システム、２　パッド、２Ｙ　治療部、２ａ　導電層、３　ホルダ、４　
本体部、４ａ　ケース、５　係合部、１０　端末装置、２０　低周波治療器、２１　モバ
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イル装置、３０　サーバ、３１　行動情報格納部、３２　テーブル、４１，４３　ネット
ワーク、４８Ｓ　スイッチ、６０，６１　行動情報、１０１，２０３，５０１　制御部、
１１０　加速度センサ、１１１　血圧測定部、１１２，１７０　マイク、１５７　ボタン
、１６５　記憶媒体、２０４　電流生成部、３２１　行動、３２２　パラメータ、５１０
　行動取得部、５１１　格納処理部、５１２　操作履歴分析部、５１３　動作履歴分析部
、５１４　選択部、５１５　波形データ生成部、５１６　通信制御部、５２０　傾向判定
部、５３０　プログラム決定部。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】

【図９】

【図１０】
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